
【図解でわかる「試験直前５つのアドバイス」】 

 

「試験直前５つのアドバイス」について次頁に図解で説明しました。試験まで残り一週間に

なりました。そこで，「試験直前５つのアドバイス」を作成しました。試験場でのアドバイスが

中心ですが試験前日のアドバイスもあります。 

「受験番号を書き忘れて不合格になった受験生（知人）」，「試験問題を読んだつもりになって

解答し不合格になった受験生（知人）」が実際にいました。「試験直前５つのアドバイスなど自

分には関係ない。自分は大丈夫だ。」と思わずにこの「試験直前５つのアドバイス」を参考にし

て試験に臨んでください。 

 

以 上 
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受験番号を必ず書くこと 

試験問題をしっかり読むこと 

確認すること 

焦らないこと 

試験前日の睡眠不足を気にし

ないこと 

試験官から「始めてください」と言われたら，試験問題を読む

前に受験番号を必ず書く。「『始めてください』＝『受験番号を

必ず書くこと』」と認識する（条件反射）。受験番号を書き忘れ

ると受験勉強に費やした時間がすべて吹っ飛ぶ。 

試験問題をしっかり読む。「読んだつもり」にならない。焦っ

て読むと「読んだつもり」になる危険性がある。特に，解答を

考えるうえでの注意事項などはしっかり読み内容を確認する。 

試験終了直前になったら受験番号が書いてあるかどうかを必

ず確認する。例えば，鉄道関係者のように「指差し確認」をす

る。「自分はそんなミスはしない」と勝手に思い込まない。 

試験場では焦らない。焦ると，落ち着いて解答を考えることが

できない。例えば，「試験終了まで 30 分しか残っていない」と

考えるのではなく「試験終了まで 30 分もある」と考える。マ

インドコントロールも試験場での重要な対策である。 

試験前日の睡眠不足を気にしない。試験前日は，気持ちが高ぶ

りなかなか寝付けないこともある。しかし，試験当日は緊張し

ているので睡眠不足になっていることを忘れる。試験前日，３

時間半程度の睡眠時間だったが合格できた。 
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